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2009年度授業改善研修参加レポート    所属（ 経済学部 ） 氏名 湯川治敏 

 

「研修会等名称」 

創価大学 現代 GP フォーラム 

「ICT を活用した自律的学習の推進」 

場所：創価大学 

期間：2009 年 12 月 13 日（日） 
 

１．研修の内容 
 

創価大学 FD フォーラムの第 2 部として開催された創価大学現代 GP フォーラム「ICT
を活用した自律的学習の推進」に参加した．フォーラムの内容は創価大学における「現

代 GP の取り組みについて」および「CollabTest の活用と今後の展開」と題した同大学

における実績報告が行われ，続いて教育システム情報学会会長，電気通信大学 e-Learning
センター長の岡本敏雄氏により「持続可能な e-learning 活用の組織的知識マネージメン

トと FD」と題する基調講演が行われた．さらにその後，パネルトークとして「ICT を活

用した教育の展望」と題し， 5 大学（千歳科学技術大学，帝塚山大学，九州工業大学，

佐賀大学，創価大学）における e-learning の取り組み（教材開発やシステム構築，コン

テンツの共有や大学間連携など）が紹介され，参加者との間でも活発な意見交換が行わ

れた． 
 
２．研修の成果 

フォーラムへの参加であるために，即効的な成果があるわけではないが，特に最

後のパネルトークでは，独自システムによって e-learning を実施している大学が 2
校（千歳科学技術大学，帝塚山大学），本学でも導入している moodle を利用してい

る大学が 1 校（九州工業大学），また，旧 NIME（メディア教育開発センター）の

基でシステムおよびコンテンツ提供が始まった UPONET のコンテンツ作成を行っ

ている大学（佐賀大学）など様々な環境において利用されている e-learning の現状

とその課題を知ることができ，本学が今後取り組んで行くべき e-learning の方向性

を検討する上での大変有用な情報収集ができたと考える． 
（なお，全ての講演の発表用スライドが資料として配付されたので閲覧可能であ

る） 
 
３．授業への研修成果の反映状況 

 
直ぐに反映されるものではないが，システムの利用方法の工夫ややコンテンツ作

成の体制作りなど非常に参考になる情報を得ることができた． 
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